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１．概要（Summary） 

本課題では、ISFET を用いた電気信号による培養細

胞の匂い応答検出のための基礎技術の確立を目的とした。

武田先端知ビルの設備を用いて、細胞の匂い応答を電

気信号として検出するための FET デバイスの設計と評価

を実施した。設計したデバイスを用いた実験より、培養細

胞を検出パッド上に播種でき、匂い応答の測定段階まで

到達した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 高速大面積電子線描画装置 

 ステルスダイサー 

 半導体パラメータアナライザー 

 形状・膜厚・電気評価装置群 

 マニュアルウエッジボンダー 

 

【実験方法】 

匂い応答検出用の FET チップを設計し、ステルスダイ

サーによる切断後、半導体パラメータアナライザーにより

FET チップの特性評価を実施した。次に、マニュアルウエ

ッジボンダーを用いて PCB 基板にボンディングして測定

デバイスとした。その後チップ内の細胞設置用の電極パッ

ドに細胞を播種し、匂い物質を与えたときの細胞の匂い

応答（電流変化）を、ソースメジャーユニットを用いて測定

した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

本課題で作成したプロトタイプデバイスの 1 例を

Figure1に示す。匂い応答の電気的検出が可能なデバイ

スを作製し、培養細胞を検出部である電極パッド上に播

種した。また、デバイスとソースメジャーユニットを組み合

わせた測定系を構築した。今後は匂い応答検出と、その

再現性向上、高感度化を実施する予定である。 

 

Figure1 A prototype ISFET device  
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